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はじめに  ハードディスク(HD)の高記録密度化, 大容量化のためには, トランジションノイズの低減が必要

不可欠である. 記録層がGranular層とCap層から成る積層媒体の消磁磁区構造は磁場印加方向に依存し, 面内

磁場印加によって消磁すると, 消磁ノイズが低下する 1), 2)
. 本研究では, Granular層とCap層の層厚比が異なる

積層媒体に信号を記録した場合に, 記録磁場の方向がトランジション部における漏れ磁場分布に及ぼす影響

を検討した.  

 

実験方法  Granular 層厚 8 nm , Cap 層厚 8 nmである記録密度 120 Gb/    の市販 HD(以後媒体 Aと称する), 

Granular層厚 12 nm, Cap層厚 2 nmである記録密度 700 Gb/   の市販 HD(媒体 B), 及び媒体 Bにおいて Cap層

を除去した Granular 層のみの媒体(媒体 C)に, 磁気転写法を用いてビット長 100 nmのライン＆スペースパタ

ーンを記録した. 記録する際には上記媒体とマスター媒体を接触させ, 法線からの角度 が 30°及び 90°の

方向に外部磁場を印加した. 漏れ磁場分布は磁気力顕微鏡(MFM)によって観察した. 

 

実験結果  Fig. 1に, 媒体 A, B及び Cに対し,   = 30° 及び 90° の印加磁場によって記録した場合のMFM像

を示す. MFM像において, 暗部が初期磁化部, 明部が記録によって磁化が反転した部分である. Fig. 1より, 層

厚比の異なる媒体 A, B, Cいずれにおいても,   = 30° で記録した MFM像に比べて 90° はトランジション部

の漏れ磁場変動が少なくなっており, トランジションの直線性が増していることが分かる. MFM 像をクロス

トラック方向に 5 nm間隔でストライプ状に分割し, それぞれのストライプにおけるトランジション位置を測

定して, その位置と頻度の関係から求めたトランジション位置分散の標準偏差 σを Fig. 1中の各MFM像の下

に示してある. σは媒体 A, B及び Cのいずれにおいても,   = 30°に比べて 90°の方が小さくなっている. 以

上より, Granular 層と Cap層との層厚比の相違がトランジションノイズに及ぼす影響は殆ど見られず, 面内成

分の多い記録磁場の方が幅の狭いトランジションを形成できると言える. Fig.1 の結果は, 記録磁場の面内成 

分が増えると磁区サイズが小さくなることによってトランジ

ションノイズが低減されると解釈でき, 消磁磁場方向と消磁

磁区構造との関係を反映している 1)~ 3)
.  
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Fig.1 MFM images near transition area. 
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